新しいいのち8
	祈りによる生活(ピリ4:6,7)


祈りとは、単純に神と話しをすることです。私たちはいつでも大胆に、恵みの御座に近づくことが出来る神の子どもです。クリスチャンは祈りを通して、自分の心の願いを神にゆだねることによって神の力を体験ます。また、霊的な戦いに勝利し、主のみこころを成し遂げることができます。真の祈りとは、キリストにあって神の子どもとなった者に限られるものです。

1. 祈る理由
　(1)神と交わるため
　(2)神が栄光をお受けになるため（ヨハ14:13）
　(3)霊的に成長するため
　(4)神のご計画が成し遂げられるため
　(5)自分の願い事を神に知っていただくため（ピリ4:6,7）

2. 祈る時
　(1)絶えず祈る（Ⅰテサ5:17）
　(2)日々の祈りの時間を定めておく（ダニ6:10、使3:1）
　(3)グループで共に祈る（マタ18:19,20） 

3. 祈りの内容
　(1)賛美-Ⅰ歴代29:10,11
　(2)告白-Ⅰヨハ1:9、詩32:5
　(3)感謝-エペ5:20、詩100:4（都合の悪いことにも感謝）
　(4)とりなし-エペ6:18、コロ4:2～4、ヤコ5:16、Ⅰテモ2:2
　(5)願い-マタ7:7,8、ヨハ15:7

4. 確信をもって祈るには
　神様が望んでおられることは、私たちの方から何か偉大なもの を持ち出すことではなく、ただ単純に偉大な神を信じることです。
　(1)みことばのうちにとどまる（ヨハ15:7）
　(2)イエスの御名によって祈る（ヨハ14:14、16:24）
　(3)信仰をもって求める（マタ21:22）

